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滋賀県米原市醒井の湧水と暮らし

滋
賀
県
米
原
市
醒
井
の
湧
水
と
暮
ら
し

―
醒
井
七
湧
水
を
中
心
に
―

廣

　部

　あ
す
か

一
　
調
査
地
の
概
要

滋
賀
県
北
部
の
湖
北
地
方
に
位
置
す
る
米
原
市
醒さ
め

井が
い

は
、
鈴
鹿
山
系
の
最
北
端
に
あ
る
霊
り
ょ
う

仙ぜ
ん

山
（
標
高
一
〇
八
四
ｍ
）
の
麓
に
位

置
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
醒
井
村
は
坂
田
郡
に
属
し
、
中
山
道
の
宿
場
町
が
置
か
れ
て
い
た
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）、
醒
井

（
郡
山
藩
領
）・
一
色
（
宮
川
藩
領
）・
枝し
お
り折
（
彦
根
藩
領
）・
上か
み
に
う

丹
生
・
下
丹
生
・
榑く
れ

がが

畑は
た

の
六
つ
の
地
域
が
合
併
し
て
醒
井
村
が
成
立

し
た
。
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）、
息お
き
さ
と郷
村
・
米
原
村
と
合
併
し
て
米
原
町
と
な
っ
た
。
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
二
月
、
山
東

町
、
伊
吹
町
、
米
原
町
が
合
併
し
米
原
市
と
な
り
、
同
年
一
〇
月
、
米
原
市
と
近
江
町
が
合
併
し
て
現
在
の
米
原
市
と
な
っ
た
。

筆
者
は
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
八
月
に
醒
井
七
湧
水
を
中
心
と
し
た
調
査
を
実
施
し
、
醒
井
に
加
え
て
枝
折
・
上
丹
生
で
も

聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
な
お
、
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
九
月
に
も
補
足
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

二
　
醒
井
の
歴
史
と
文
化

醒
井
宿
は
、
中
山
道
の
六
一
番
目
の
宿
場
町
で
、
現
在
の
米
原
市
に
あ
る
柏か
し
わ
ば
ら原
宿
（
旧
山
東
町
）、
番ば
ん
ば場
宿
（
旧
米
原
町
）
と
並
ん

で
人
々
の
憩
い
の
場
と
し
て
栄
え
て
き
た
。『
実
暁
記
』
に
は
、
京
都
―
鎌
倉
間
の
道
中
に
あ
る
六
三
の
宿
駅
の
ひ
と
つ
に
「
佐
目
加

井
」
と
い
う
名
が
み
ら
れ
る
。
成
立
時
期
は
不
明
だ
が
、
元
禄
年
間
の
明
細
帳
に
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
検
地
高
の
記
載
が
あ
る
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地図 1　醒井七湧水の分布 

 ― 395 ― 

滋賀県米原市醒井の湧水と暮らし

こ
と
や
、
同
年
、
徳
川
家
康
の
中
山
道
整
備
に
あ
わ
せ
て
設
け
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

醒
井
は
鎌
倉
時
代
に
記
さ
れ
た
『
東
関
紀
行
』（「
音
に
聞
き
し
醒
が
井
を
み
れ
ば
云
々
」
と
あ
る
）
や
阿
仏
尼
の
『
十
六
夜
日
記
』（「
結

ぶ
手
に
濁
る
心
を
す
す
ぎ
な
ば
　
憂
世
の
夢
や
醒
が
井
の
水
」）
な
ど
の
紀
行
文
や
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
歌
川
広
重
、
渓
斎
英
泉
の

「
木
曽
街
道
六
拾
九
次
之
内
・
酔
か
井
」
に
も
登
場
す
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
ま
で
幕
府
領
、
そ
の
後
は

大
和
郡
山
藩
領
と
な
っ
た
。
宿
は
街
道
を
中
心
に
両
側
に
家
が
建
ち
並
ぶ
街
村
状
の
景
観
で
、
宿
内
の
上
水
道
は
、
東
側
二
割
程
度
が

堀
井
戸
を
使
用
し
、
西
側
八
割
程
度
が
醒
井
水
流
を
使
用
す
る
な
ど
、
東
西
で
異
な
っ
て
い
た
。
農
業
用
水
は
醒
井
の
地
蔵
川
の
水
の

ほ
か
、
集
落
北
側
を
流
れ
る
天
野
川
か
ら
引
い
て
利
用
し
た
。
醒
井
資
料
館
（
旧
醒
井
郵
便
局
）
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
年
に
建

て
ら
れ
、
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
ま
で
郵
便
局
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
設
計
し
た
擬
洋
風
建
築
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
四
月
に
は
、
滋
賀
県
内
の
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
水
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
県

内
各
地
の
水
辺
景
観
や
信
仰
の
場
な
ど
が
「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観
―
祈
り
と
暮
ら
し
の
水
遺
産
」
と
し
て
文
化
庁
よ
り
「
日
本
遺

産
（Japan

　H
eritage

）」
に
認
定
さ
れ
た
。
醒
井
宿
は
こ
の
「
日
本
遺
産
」
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

三
　
枝
折
・
丹
生
地
域
の
特
徴

枝
折
は
醒
井
の
南
側
に
位
置
す
る
集
落
で
あ
る
。
天
野
川
支
流
の
丹
生
川
上
流
に
位
置
す
る
（
写
真
1
）。
地
名
は
「
枝
折
」
と
書

い
て
「
し
お
り
」
と
読
む
。
六
月
、
九
月
、
二
月
に
は
、
天
神
祭
が
行
わ
れ
、
一
七
時
ご
ろ
か
ら
小
学
生
（
最
近
は
中
学
生
も
）
が
参

加
し
、
ろ
う
そ
く
で
行
灯
に
明
か
り
を
灯
す
。
広
い
土
地
と
水
の
豊
富
な
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
米
や
野
菜
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ

る
。
特
に
米
作
り
に
は
水
が
重
要
で
あ
り
、
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
。

枝
折
の
南
側
、
丹
生
川
の
さ
ら
に
上
流
に
下
丹
生
・
上
丹
生
の
集
落
が
あ
る
。
丹
生
は
木
工
業
が
盛
ん
で
、「
木
彫
り
の
里
」
と
呼

ば
れ
る
木
彫
り
職
人
の
町
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
木
彫
り
の
起
源
と
し
て
、
上
田
勇
助
と
川
口
七
右
衛
門
が
京
都
で
木
彫
刻
技
術
を
学
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び
、
上
丹
生
に
戻
っ

て
神
社
仏
閣
の
彫
刻

を
し
た
こ
と
が
最
初

で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
お
も
に
浜
壇

（
長
浜
仏
壇
）
な
ど

の
仏
壇
関
係
の
仕
事

や
、
大
工
、
彫
刻
職

人
が
多
い
。
田
畑
面

積
が
狭
く
、
山
林
が

広
い
地
域
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
職
業
が

発
展
し
た
と
い
う
。

人
々
の
日
常
生
活
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
仕
事
を
営
む
う
え
で
も
、
水
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
上
丹
生
村
に
は
、
松
尾
寺
村
が

合
併
さ
れ
小
字
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

四
　
川
と
暮
ら
し

醒
井
の
北
側
に
は
、
東
か
ら
西
へ
と
天
野
川
が
流
れ
て
い
る
。
地
蔵
川
は
天
野
川
の
支
流
で
、
湧
水
の
水
を
集
め
て
醒
井
の
集
落
内

を
東
か
ら
西
へ
と
流
れ
、
醒
井
の
西
側
で
天
野
川
に
合
流
し
て
い
る
（
写
真
2
）。

写真 1　丹生川
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地
蔵
川
は
醒
井
の
人
々
の
暮
ら
し
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
き
た
。
地
蔵
川
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
石
の
階
段
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
地
域
の
人
々
が
洗
い
物
な
ど
を
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
川か

ば
た端
（
川か
わ
と戸
）
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
、
地
蔵
川
で
飲
み

物
や
野
菜
を
冷
や
す
こ
と
が
あ
る
（
写
真
3
）。
ま
た
、
家
で
使
う
切
り
花
を
川
に
つ
け
て
い
る
光
景
も
よ
く
見
ら
れ
る
（
写
真
4
）。

こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
花
が
元
気
に
な
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
料
亭
で
は
川
に
囲
い
を
し
て
、
マ
ス
な
ど
の
魚
を
飼
い
、
生
簀
代
わ
り

に
使
っ
て
い
る
（
写
真
5
）。

旧
醒
井
郵
便
局
で
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
男
性
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
水
は
信
仰
の
対
象
と
い
う
よ
り
も
生
活
の

一
部
と
な
っ
て
い
る
。
昔
は
洗
い
物
や
風
呂
な
ど
に

も
利
用
し
て
い
た
。
現
在
は
、
上
下
水
道
が
通
っ
た

た
め
、
野
菜
を
冷
や
す
時
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
。

周
辺
地
域
の
水
系
に
関
し
て
、
長
浜
に
は
伊
吹
山
か

ら
姉
川
へ
注
ぎ
、
醒
井
で
は
霊
仙
山
か
ら
注
い
で
い

る
。
田
村
周
辺
（
現
長
浜
市
田
村
町
）
は
赤
い
金
気

水
（
赤
く
濁
っ
た
水
）
が
出
る
と
聞
い
て
い
る
。

霊
仙
三
蔵
法
師
ゆ
か
り
の
霊
仙
山
か
ら
流
れ
る
丹

生
川
は
、
南
か
ら
北
へ
と
流
れ
、
醒
井
の
西
側
で
天

野
川
に
合
流
し
て
い
る
。
丹
生
川
上
流
域
の
上
丹
生

で
は
、
宗そ

う

谷や

川
（
昔
は
「
総
谷
川
」
と
表
記
）
が
丹

生
川
に
合
流
し
て
い
る
。

丹
生
で
木
彫
り
職
人
の
男
性
に
よ
る
と
、
仕
事
の

写真 3　地蔵川で冷やしているスイカ

写真 2　醒井宿内を流れる地蔵川
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し
て
い
る
。

周
辺
地
域
の
水
系
に
関
し
て
、
長
浜
に
は
伊
吹
山
か

ら
姉
川
へ
注
ぎ
、
醒
井
で
は
霊
仙
山
か
ら
注
い
で
い

る
。
田
村
周
辺
（
現
長
浜
市
田
村
町
）
は
赤
い
金
気

水
（
赤
く
濁
っ
た
水
）
が
出
る
と
聞
い
て
い
る
。

霊
仙
三
蔵
法
師
ゆ
か
り
の
霊
仙
山
か
ら
流
れ
る
丹

生
川
は
、
南
か
ら
北
へ
と
流
れ
、
醒
井
の
西
側
で
天

野
川
に
合
流
し
て
い
る
。
丹
生
川
上
流
域
の
上
丹
生

で
は
、
宗そ

う

谷や

川
（
昔
は
「
総
谷
川
」
と
表
記
）
が
丹

生
川
に
合
流
し
て
い
る
。

丹
生
で
木
彫
り
職
人
の
男
性
に
よ
る
と
、
仕
事
の

写真 3　地蔵川で冷やしているスイカ

写真 2　醒井宿内を流れる地蔵川
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工
程
の
な
か
で
、
彫
り
物
の
木
を
柔
ら
か
く
す
る
た

め
に
木
を
川
に
浸
け
て
い
た
（
写
真
6
）。
こ
の
工

程
は
ほ
か
に
も
、
の
み
で
叩
い
た
部
分
を
膨
張
さ
せ

て
、
き
れ
い
に
金
箔
を
貼
る
効
果
も
あ
る
。
さ
ら
に

男
性
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
丹
生
川
を
せ
き
止
め
て

水
遊
び
を
し
て
い
た
、
と
い
う
。
水
が
冷
た
く
て
気

持
ち
が
よ
い
遊
び
場
で
あ
っ
た
と
い
う
。
地
域
の

人
々
み
ん
な
が
水
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

い
た
た
め
、
川
は
昔
の
方
が
き
れ
い
で
魚
も
泳
い
で

い
た
。

五
　
湧
水
（
醒
井
七
湧
水
）
の
利
用
と
保
全

1
　
醒
井
七
湧
水
の
現
状

①
　
天
神
水

枝
折
に
あ
る
（
写
真
7
）。
菅
原
道
真
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
知
恵
の
水
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
水
は
冷
た
く
透
明
で
水
底

も
見
え
る
。
魚
も
泳
い
で
い
る
。
枝
折
の
集
落
内
に
あ
り
、
水
は
水
路
を
通
っ
て
枝
折
川
へ
と
流
れ
て
い
る
。
生
活
用
水
や
農
業
用
水

の
ほ
か
、
水
の
冷
た
さ
を
活
か
し
て
夏
場
は
冷
蔵
庫
代
わ
り
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
灯
篭
に
は
「
灌
田
水
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
米
原

市
に
よ
る
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

天
神
水
か
ら
流
れ
る
水
路
で
花
瓶
を
洗
っ
て
い
た
女
性
に
よ
る
と
、
こ
の
水
は
伏
流
水
で
、
水
温
は
年
間
一
四
〜
一
六
℃
程
度
に
保 写真 5　地蔵川の生簀

写真 4　地蔵川につけた花
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滋賀県米原市醒井の湧水と暮らし

た
れ
て
い
る
。
夏
は
冷
た
く
、
冬
は
暖
か
い
水
で
あ

る
。
家
の
前
の
水
路
も
天
神
水
か
ら
水
が
流
れ
て
き

て
い
る
。
用
水
路
で
田
ん
ぼ
に
水
を
引
い
た
り
、
昔

は
飲
み
水
に
利
用
し
た
り
し
て
い
た
。
現
在
も
生
活

用
水
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭
が
一
軒
あ
る
。

昔
は
天
神
水
の
近
く
ま
で
家
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は

芝
生
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。
泳
い
で
い
る
魚
は
ニ
ジ

マ
ス
で
あ
る
。

②
　
い
ぼ
と
り
水

上
丹
生
に
あ
る
（
写
真
8
）。
湧
水
の
目
の
前
は

舗
装
さ
れ
た
道
路
で
、
駐
車
場
も
整
備
さ
れ
て
い
る

た
め
、
車
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ぼ
と
り
地

蔵
の
隣
に
山
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い
る
が
、「
こ
の

水
は
飲
め
ま
せ
ん
」
と
い
う
注
意
書
き
が
あ
る
。
米
原
市
教
育
委

員
会
の
看
板
に
よ
る
と
、
法ほ

う
し
ょ
う
ぼ
う

性
坊
尊そ
ん

意い

と
い
う
平
安
時
代
中
期
の

天
台
宗
の
僧
で
上
丹
生
で
生
ま
れ
た
と
伝
わ
る
人
物
が
存
在
し
、

父
母
が
子
宝
を
祈
っ
た
山
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
山
は
「
子こ

ね祈

り
山
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
水
は
「
法
性
坊
の
初
洗
い
の
水
」
と
言

わ
れ
て
い
る
。
い
ぼ
が
取
れ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
説
明

写真 7　天神水

写真 6　木彫り

写真 8　いぼとり水
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文
が
書
か
れ
た
看
板
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

近
く
の
畑
で
農
作
業
を
さ
れ
て
い
た
男
性
に
よ
る
と
、
い
ぼ

と
り
水
は
、
い
ぼ
が
取
れ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
水
で
、

口
コ
ミ
に
よ
っ
て
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
水
を
よ
く
調
べ
た

ら
菌
が
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
た
め
、
本
当
は
飲
ま
な
い
方
が

よ
い
が
（
水
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
注
意
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い

る
）、
少
し
水
を
口
に
含
む
と
こ
水
が
甘
く
感
じ
る
。
男
性
は
畑

仕
事
の
後
、
手
や
顔
を
洗
う
の
に
水
を
使
用
し
て
い
る
。
養
鱒

場
へ
向
か
う
途
中
に
、
別
の
湧
き
水
が
一
か
所
あ
る
。
そ
の
場
所
の
水
に
は
石
灰
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
養
鱒
場
の
一

番
奥
に
も
発
電
所
が
あ
っ
た
場
所
に
水
が
湧
い
て
い
る
場
所
が
あ
る
。

こ
の
地
域
の
町
内
会
長
の
男
性
に
よ
る
と
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に
水
道
が
通
っ
て
か
ら
は
山
水
を
使
わ
な
く
な
っ
た
が
、

そ
れ
以
前
は
川
で
洗
い
物
な
ど
し
て
い
た
。
ま
た
、
山
水
の
利
用
と
し
て
「
簡
易
水
道
」
が
あ
る
（
写
真
9
）。
山
の
水
槽
に
水
を
た

め
て
、
自
宅
に
水
を
引
い
て
い
る
。
現
在
も
二
〇
軒
程
度
が
利
用
し
て
い
る
。
水
量
の
調
整
が
で
き
な
い
た
め
、
水
圧
が
ば
ら
ば
ら

で
、
貯
水
が
な
い
時
は
水
が
出
な
い
。
お
も
に
生
活
用
水
（
洗
い
物
・
お
風
呂
・
水
や
り
）
の
た
め
の
水
で
、
昔
は
飲
み
水
に
も
使
っ

て
い
た
。

③
　
役
行
者
の
斧
割
り
水

上
丹
生
に
あ
る
（
写
真
10
）。
醒
井
養
鱒
場
の
近
く
に
あ
る
食
事
処
「
醒
井
楼
」
の
玄
関
脇
に
流
れ
て
い
る
。
役
行
者
が
堂
を
建
て

る
際
、
斧
で
石
を
割
っ
た
と
こ
ろ
、
水
が
湧
き
出
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
延
命
長
寿
の
水
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

松
尾
寺
の
八
〇
代
目
住
職
の
男
性
か
ら
は
、
役
行
者
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
話
を
う
か
が
っ
た
。
役
行
者
は
六
八
〇
年
〜
六
八
四

写真 9　簡易水道
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滋賀県米原市醒井の湧水と暮らし

年
（
白
鳳
時
代
）
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
。
鉄
鋼
脈
・
金
鉱
脈
・
水

脈
な
ど
の
山
の
恵
み
へ
の
感
謝
と
山
仕
事
中
の
安
全
を
祈
願
し
な

が
ら
、
山
仕
事
と
宗
教
が
結
び
つ
き
、
山
を
大
切
に
す
る
思
想
が

育
ま
れ
た
。
役
行
者
に
は
、
水
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
多
く
、
前
鬼

（
夫
）
と
後
鬼
（
妻
）
の
従
者
が
身
の
回
り
の
お
世
話
を
し
、
前
鬼

は
斧
を
、
後
鬼
は
壺
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
湧
水
は
役
行
者
が
、

水
が
な
か
っ
た
こ
の
地
の
た
め
に
、
斧
で
岩
を
割
る
と
そ
こ
か
ら

水
が
湧
き
出
て
き
た
。

江
戸
時
代
中
期
に
は
、
こ
の
松
尾
寺
村
（
後
に
上
丹
生
村
に
合
併
）
に
は
一
〇
〇
名
ほ
ど

の
人
々
が
住
み
、
そ
の
暮
ら
し
を
支
え
る
水
源
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
水
源
は
山
の
奥
に
あ

り
、
近
づ
く
こ
と
は
難
し
く
、
水
源
の
保
護
の
た
め
に
も
現
在
立
ち
入
り
は
で
き
な
い
が
、

水
は
醒
井
楼
の
玄
関
横
に
引
い
て
い
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
や
、
平
成
一
〇
年
（
一
九
九

八
）
の
台
風
一
一
号
の
被
害
に
よ
り
、
水
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
り
、
水
量
が
少
な
く
な
っ
た

り
し
て
い
る
。

④
　
居
醒
の
清
水

醒
井
に
あ
る
（
写
真
11
）。
日
本
武
尊
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
）
が
伊
吹
山
の
毒
気

に
当
た
り
、
そ
の
体
を
癒
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
る
水
で
あ
る
。
も
と
も
と
天
然
記
念
物
の

「
醒
井
の
不
断
桜
」
が
あ
っ
た
が
枯
れ
た
た
め
、
現
在
そ
の
場
所
に
「
日
本
武
尊
の
像
」
が

建
て
ら
れ
て
い
る
（
写
真
12
）。『
木
曽
路
名
所
図
会
』
で
居
醒
の
清
水
は
、
十
王
水
・
西
行

 写真 11　居醒の清水 写真 10　役行者の斧割り水
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 写真 11　居醒の清水 写真 10　役行者の斧割り水
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水
と
あ
わ
せ
て
三
水
と
呼
ば
れ
、
腰
掛
石
・
鞍
掛
石
・
影よ
う

向ご
う

石
・

蟹
石
の
四
石
（
現
存
は
腰
掛
石
・
鞍
掛
石
・
蟹
石
。
影
向
石
は
居

醒
の
清
水
か
ら
西
に
お
よ
そ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
源
海
寺
近
く
に

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。）
と
と
も
に
醒
井
の
名
所
と
さ
れ
て
い

る
（
写
真
13
）。
こ
の
伝
説
の
水
に
関
し
て
、『
古
事
記
』
や
『
日

本
書
紀
』
の
ほ
か
、『
近
江
国
坂
田
郡
志
』、『
近
江
名
所
案
内
』、

『
胆
吹
山
案
内
』
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
平
成

の
名
水
百
選
に
選
ば
れ
、
水
質
は
日
本
一
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。『
近
江
名
所
図
会
』
に
も
水
辺
の
様
子

が
描
か
れ
て
い
る
。

⑤
　
十
王
水

醒
井
に
あ
る
（
写
真
14
）。
天
台
宗
の
高
僧
・
浄

蔵
法
師
が
水
源
を
開
い
た
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
は

「
浄
蔵
水
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
近
く
に
十
王
堂

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
十
王
水
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
現
在
は
、
川
の
中
に
燈
籠
が
建
て
ら

れ
、
水
源
に
は
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

燈
籠
の
み
確
認
し
た
。

写真 14　十王水 写真 12　日本武尊の像

写真 13　腰掛石・鞍懸石
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⑥
　
西
行
水

醒
井
に
あ
る
（
写
真
15
）。
茶
屋
の
娘
が
西
行
の
飲
み
残
し
た
茶
を
飲
ん
だ
と
こ
ろ
、
男
の
子
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
西
行

が
「
ま
こ
と
に
我
が
子
な
ら
元
の
泡
に
戻
れ
」
と
唱
え
る
と
、
泡
に
な
っ
て
消
え
た
と
い
う
伝
説
で
あ
る
。
子
ど
も
に
関
す
る
伝
説
が

残
る
水
で
あ
り
、「
子
授
か
り
水
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
湧
水
の
隣
に
は
、
水
子
供
養
の
場
所
も
あ
る
。
観
光
客
の
女
性
に
よ
る
と

以
前
は
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
飲
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

⑦
　
鍾
乳
水

霊
仙
山
の
鍾
乳
洞
か
ら
湧
き
出
る
宗
谷
川
の
源
流

で
あ
る
（
写
真
16
）。
松
尾
寺
の
八
〇
代
目
の
住
職

の
男
性
に
よ
る
と
、
四
〇
〜
五
〇
年
前
ま
で
は
、
山

の
上
の
水
源
も
公
開
さ
れ
て
い
た
が
、
観
光
客
の
増

加
と
と
も
に
環
境
が
悪
化
し
、
水
源
の
保
護
の
た
め

現
在
は
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
水
は
醒
井

養
鱒
場
の
休
憩
施
設
の
横
に
引
か
れ
て
お
り
、
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

2
　
醒
井
七
湧
水
の
保
全
と
活
用

醒
井
の
湧
水
の
な
か
で
、
以
上
の
七
つ
は
「
醒
井

七
湧
水
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に

も
「
七
湧
水
め
ぐ
り
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が

写真 16　鍾乳水

 写真 15　西行水
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⑥
　
西
行
水

醒
井
に
あ
る
（
写
真
15
）。
茶
屋
の
娘
が
西
行
の
飲
み
残
し
た
茶
を
飲
ん
だ
と
こ
ろ
、
男
の
子
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
西
行

が
「
ま
こ
と
に
我
が
子
な
ら
元
の
泡
に
戻
れ
」
と
唱
え
る
と
、
泡
に
な
っ
て
消
え
た
と
い
う
伝
説
で
あ
る
。
子
ど
も
に
関
す
る
伝
説
が

残
る
水
で
あ
り
、「
子
授
か
り
水
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
湧
水
の
隣
に
は
、
水
子
供
養
の
場
所
も
あ
る
。
観
光
客
の
女
性
に
よ
る
と

以
前
は
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
飲
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

⑦
　
鍾
乳
水

霊
仙
山
の
鍾
乳
洞
か
ら
湧
き
出
る
宗
谷
川
の
源
流

で
あ
る
（
写
真
16
）。
松
尾
寺
の
八
〇
代
目
の
住
職

の
男
性
に
よ
る
と
、
四
〇
〜
五
〇
年
前
ま
で
は
、
山

の
上
の
水
源
も
公
開
さ
れ
て
い
た
が
、
観
光
客
の
増

加
と
と
も
に
環
境
が
悪
化
し
、
水
源
の
保
護
の
た
め

現
在
は
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
水
は
醒
井

養
鱒
場
の
休
憩
施
設
の
横
に
引
か
れ
て
お
り
、
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

2
　
醒
井
七
湧
水
の
保
全
と
活
用

醒
井
の
湧
水
の
な
か
で
、
以
上
の
七
つ
は
「
醒
井

七
湧
水
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に

も
「
七
湧
水
め
ぐ
り
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が

写真 16　鍾乳水

 写真 15　西行水
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多
い
。
七
湧
水
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
醒
井
の
湧
水
は
昭
和
初
期
に
も
注
目
さ
れ
て
い

た
。
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
に
は
、
童
謡
作
家
の
野
口
雨
情
氏
が
醒
井
を
訪
問
し
、「
醒
井
小
唄
」
を
作
詞
し
て
い
る
。

『
醒
井
小
唄
（
作
詞
：
野
口
雨
情
　
作
曲
：
駒
井
一
陽
）』

忘
れ
な
さ
る
な
醒
井
町
は
南
霊
仙
北
伊
吹

〇
　
不
断
桜
聞
く
さ
え
い
と
し
冬
の
真
中
に
花
が
咲
く

〇
　
湧
い
て
つ
き
な
い
居
ざ
め
の
清
水
　
軒
場
伝
い
に
流
れ
ゆ
く

〇
　
お
腰
掛
石
　
鞍
掛
石
と
　
思
や
い
く
年
水
の
中

〇
　
ひ
で
り
続
き
に
ゃ
尻
ひ
や
し
地
蔵
か
け
り
ゃ
恵
の
雨
が
降
る

 

毛
槍
先
箱
　
昔
を
し
の
ぶ
　
今
に
な
つ
か
し
中
山
道

〇
　
西
行
さ
ん
で
も
浮
名
を
残
す
　
今
に
つ
た
わ
る
沱
児
塚

 

琵
琶
湖
帰
り
に
ゃ
　
醒
井
お
よ
り
　
こ
こ
に
ゃ
名
高
い
養
鮮
場

〇
　
近
江
醒
井
養
鱒
場
は
　
今
じ
ゃ
世
界
に
名
が
ひ
び
く

 

鱒
に
な
る
な
ら
宗
谷
川
の
清
き
流
れ
の
虹
鱒
に

 

か
お
る
青
葉
に
鱒
さ
え
お
ど
る
渓
で
鱒
つ
り
ゃ
気
も
は
れ
る

〇
　
役
の
行
者
の
　
建
て
た
る
寺
は
　
飛
行
観
音
松
尾
寺

〇
　
葉
附
公
孫
樹
は
　
醒
井
町
に
見
た
か
聞
い
た
か
了
徳
寺

※
〇
は
醒
井
八
景
。「
忘
れ
な
さ
る
な
」
↓
「
忘
れ
し
ゃ
ん
す
な
」
と
発
音
す
る
。
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「
醒
井
七
湧
水
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
ご
ろ
で
あ
る
。
国
の
環
境
保
全
委
員
を
務
め
て
い
た

松
尾
寺
の
七
九
代
目
の
住
職
で
あ
っ
た
近
藤
氏
が
、「
豊
か
な
水
は
里
山
に
あ
り
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
水
の
根
源
で
あ
る
里
山
を

見
直
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
自
然
保
護
の
活
動
を
推
進
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
近
藤
氏
は
岐
阜
県
の
飛
騨
高
山
な
ど

の
他
府
県
を
訪
れ
、
そ
の
地
域
の
活
動
を
参
考
に
、
米
原
市
・
醒
井
で
も
「
水
」
で
人
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
梅ば

い

花か

藻も

や
ハ
リ
ヨ
と
と
も
に
観
光
の
名
物
と
し
て
注
目
し
た
。
こ
の
地
域
に
は
、
大
小
合
わ
せ
て
数
多
く
の
湧
水
が
あ
り
、
昔
か
ら
の
言
い
伝

え
が
残
る
湧
水
も
多
い
。
さ
ら
に
、
霊
仙
寺
七
か
寺
と
呼
ば
れ
る
七
つ
の
寺
や
、
松
尾
寺
の
七
不
思
議
と
い
わ
れ
る
話
（
役
行
者
の
斧

割
り
水
・
飛
行
観
音
・
は
さ
み
岩
な
ど
）
が
あ
り
、
湧
水
の
な
か
か
ら
代
表
的
な
七
か
所
が

選
ば
れ
、
醒
井
七
湧
水
と
し
て
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
た
。
醒
井
七
湧
水
が
制
定
さ
れ
た
平

成
六
年
（
一
九
九
四
）
ご
ろ
か
ら
、
近
藤
氏
を
は
じ
め
、
地
元
の
商
店
の
人
々
が
地
域
振
興

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
活
動
が
続
け
ら
れ
て
現
在
定
着
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
醒
井
は
、

梅
花
藻
、
ハ
リ
ヨ
、
ほ
た
る
、
ニ
ジ
マ
ス
な
ど
で
有
名
な
地
域
と
な
っ
た
。
醒
井
楼
の
女
将

は
、
醒
井
の
湧
水
に
つ
い
て
、
ど
の
水
も
幸
せ
を
よ
ぶ
水
で
あ
る
、
と
語
る
。
き
れ
い
な
水

は
人
の
思
い
（
心
）
で
あ
り
、
物
や
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
は
、
醒
井
楼
の
女
将
（
松
尾
寺
七
九
代
住
職
の
妻
）
や
松
尾
寺
の
現
住
職
（
七
九
代
住
職

の
息
子
）
を
始
め
、
醒
井
・
枝
折
・
丹
生
の
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

現
在
、
醒
井
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
北
側
に
Ｊ
Ｒ
醒
井
駅
が
あ
り
、
居
醒
の
清
水
・
十
王
水
・

西
行
水
・
天
神
水
は
比
較
的
近
く
、
歩
い
て
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ぼ
と
り
水
・
役

行
者
の
斧
割
り
水
・
鍾
乳
水
は
駅
か
ら
三
〜
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
。
こ
れ
ら
は
歩
い

写真 17　梅花藻
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「
醒
井
七
湧
水
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
ご
ろ
で
あ
る
。
国
の
環
境
保
全
委
員
を
務
め
て
い
た

松
尾
寺
の
七
九
代
目
の
住
職
で
あ
っ
た
近
藤
氏
が
、「
豊
か
な
水
は
里
山
に
あ
り
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
水
の
根
源
で
あ
る
里
山
を

見
直
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
自
然
保
護
の
活
動
を
推
進
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
近
藤
氏
は
岐
阜
県
の
飛
騨
高
山
な
ど

の
他
府
県
を
訪
れ
、
そ
の
地
域
の
活
動
を
参
考
に
、
米
原
市
・
醒
井
で
も
「
水
」
で
人
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
梅ば

い

花か

藻も

や
ハ
リ
ヨ
と
と
も
に
観
光
の
名
物
と
し
て
注
目
し
た
。
こ
の
地
域
に
は
、
大
小
合
わ
せ
て
数
多
く
の
湧
水
が
あ
り
、
昔
か
ら
の
言
い
伝

え
が
残
る
湧
水
も
多
い
。
さ
ら
に
、
霊
仙
寺
七
か
寺
と
呼
ば
れ
る
七
つ
の
寺
や
、
松
尾
寺
の
七
不
思
議
と
い
わ
れ
る
話
（
役
行
者
の
斧

割
り
水
・
飛
行
観
音
・
は
さ
み
岩
な
ど
）
が
あ
り
、
湧
水
の
な
か
か
ら
代
表
的
な
七
か
所
が

選
ば
れ
、
醒
井
七
湧
水
と
し
て
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
た
。
醒
井
七
湧
水
が
制
定
さ
れ
た
平

成
六
年
（
一
九
九
四
）
ご
ろ
か
ら
、
近
藤
氏
を
は
じ
め
、
地
元
の
商
店
の
人
々
が
地
域
振
興

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
活
動
が
続
け
ら
れ
て
現
在
定
着
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
の
醒
井
は
、

梅
花
藻
、
ハ
リ
ヨ
、
ほ
た
る
、
ニ
ジ
マ
ス
な
ど
で
有
名
な
地
域
と
な
っ
た
。
醒
井
楼
の
女
将

は
、
醒
井
の
湧
水
に
つ
い
て
、
ど
の
水
も
幸
せ
を
よ
ぶ
水
で
あ
る
、
と
語
る
。
き
れ
い
な
水

は
人
の
思
い
（
心
）
で
あ
り
、
物
や
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
は
、
醒
井
楼
の
女
将
（
松
尾
寺
七
九
代
住
職
の
妻
）
や
松
尾
寺
の
現
住
職
（
七
九
代
住
職

の
息
子
）
を
始
め
、
醒
井
・
枝
折
・
丹
生
の
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

現
在
、
醒
井
の
ほ
ぼ
中
央
部
の
北
側
に
Ｊ
Ｒ
醒
井
駅
が
あ
り
、
居
醒
の
清
水
・
十
王
水
・

西
行
水
・
天
神
水
は
比
較
的
近
く
、
歩
い
て
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ぼ
と
り
水
・
役

行
者
の
斧
割
り
水
・
鍾
乳
水
は
駅
か
ら
三
〜
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
。
こ
れ
ら
は
歩
い

写真 17　梅花藻
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て
行
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
四
月
に
路
線
バ
ス
が
廃
止
に
な
っ
た
後
、
バ
ス
に
代
わ
る
交
通
手
段
と

し
て
予
約
制
の
「
マ
イ
ち
ゃ
ん
号
」
と
い
う
タ
ク
シ
ー
（
Ｊ
Ｒ
米
原
駅
か
ら
も
乗
車
可
能
）
が
運
行
し
て
い
る
。

六
　
お
も
な
動
植
物

梅
花
藻
　
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
沈
水
植
物
で
、
梅
の
花
に
似
た
小
さ
な
白
い
花
を
咲
か
せ
る
（
写
真
17
）。
花
は
六
月
か
ら
八
月
に
見
ご

ろ
を
迎
え
る
。
醒
井
を
流
れ
る
地
蔵
川
は
水
温
が
年
間
を
通
し
て
平
均
一
四
℃
の
清
流
で
あ
る
た
め
、
梅
花
藻
が
広
く
生
育
し
て
い

る
。
梅
花
藻
は
増
え
す
ぎ
る
と
流
れ
が
悪
く
な
る
た

め
、
七
月
の
川
掃
除
の
際
に
、
地
域
の
人
々
が
適
度

な
刈
り
取
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ハ
リ
ヨ
　
ト
ゲ
ウ
オ
科
の
魚
で
体
に
ト
ゲ
を
も
ち
、

驚
い
た
際
な
ど
に
ト
ゲ
を
立
て
て
威
嚇
す
る
（
写
真

18
）。
冷
水
を
好
み
、
水
温
が
一
九
℃
以
上
に
な
る

と
生
き
ら
れ
な
い
。
日
本
で
は
、
滋
賀
県
の
ほ
か
、

岐
阜
県
・
三
重
県
の
湧
水
地
帯
に
広
く
生
息
し
て
い

た
が
近
年
の
湧
水
の
減
少
に
よ
り
、
現
在
で
は
岐
阜

県
西
部
と
滋
賀
県
東
北
部
の
み
生
息
し
て
い
る
。
絶

滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
、
保
護
活
動
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
（
写
真
19
）。
旧
醒
井
郵
便
局
で
ガ
イ
ド
を

さ
れ
て
い
る
男
性
に
よ
る
と
、
ハ
リ
ヨ
が
絶
滅
し
た

写真 18　ハリヨ

写真 19　ハリヨ保護看板
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滋賀県米原市醒井の湧水と暮らし

地
域
か
ら
の
依
頼
で
、
醒
井
の
ハ
リ
ヨ
を
少
し
分
け
る
取
り
組
み
が
あ
っ
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

ニ
ジ
マ
ス
　
サ
ケ
科
の
魚
で
、
全
体
に
黒
点
と
体
側
に
赤
み
を
帯
び
た
模
様
が
あ
る
。
そ
の
名
を
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
魚
で
あ
る
が
日

本
古
来
の
種
で
は
な
く
、
明
治
時
代
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
移
入
さ
れ
た
。

そ
の
他
　
ビ
ワ
マ
ス
、
イ
ワ
ナ
、
ホ
タ
ル
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。

七
　
醒
井
養
鱒
場

丹
生
川
支
流
の
宗
谷
川
最
上
流
部
に
あ
る
（
写
真
20
）。
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）、
琵

琶
湖
の
固
有
種
で
あ
る
ビ
ワ
マ
ス
を
増
殖
す
る
た
め
、
醒
井
村
枝
折
字
東
出
川
に
設
立
さ
れ

た
県
営
枝
折
ふ
化
場
は
日
本
で
最
初
の
孵
化
場
で
あ
る
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
現

在
の
場
所
に
移
転
さ
れ
た
。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）、
近
江
八
幡
市
の
西
川
氏
に
払
い

下
げ
ら
れ
て
西
川
養
魚
場
と
な
り
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
大
阪
市
の
藤
野
氏
が
譲

り
受
け
て
宗
谷
藤
野
養
魚
場
と
な
っ
た
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
県
営
に
復
帰
し
、
滋

賀
県
水
産
試
験
場
附
属
醒
井
養
鱒
場
と
な
る
。
ま
た
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
に
滋
賀
県

醒
井
養
鱒
試
験
場
、
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
に
は
滋
賀
県
醒
井
養
鱒
場
と
な
っ
た
。
マ

ス
類
の
養
殖
振
興
に
向
け
て
最
新
技
術
が
導
入
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
移
入
し
た
ニ
ジ
マ
ス

の
養
殖
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
、
そ
の
施
設
・
研
究
環
境
が
評
価
さ
れ
て
「
東
洋
一
の
養
鱒

場
」
と
呼
ば
れ
た
。
場
内
の
大
き
な
池
で
釣
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
魚
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
21
・
22
）。

松
尾
寺
の
八
〇
代
目
の
住
職
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
。
養
鱒
場
は
研
究
・
飼
育
施
設
と
し

写真 20　養鱒場
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て
始
め
ら
れ
た
。
外
国
に
く
ら
べ
、
牛
・
豚
・
馬
な

ど
の
肉
を
食
べ
る
こ
と
が
少
な
い
日
本
人
に
と
っ

て
、
魚
を
養
殖
し
食
卓
に
運
ぶ
こ
と
で
、
国
民
の
健

康
増
進
へ
と
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
方
針
が
あ
っ
た
。

明
治
に
北
米
か
ら
レ
イ
ン
ボ
ー
ト
ラ
ウ
ト
（
ニ
ジ
マ

ス
）
と
ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
を
移
入
し
た
際
、
養
殖

す
る
に
あ
た
っ
て
、
豊
か
で
安
定
し
た
水
が
供
給
で

き
、
交
通
が
便
利
な
地
域
と
し
て
醒
井
が
選
ば
れ

た
。
こ
の
地
域
の
水
の
水
温
は
、
マ
ス
の
養
殖
に
は

適
し
て
い
る
が
、
琵
琶
湖
の
水
深
深
く
に
棲
む
ビ
ワ

マ
ス
に
と
っ
て
は
少
し
冷
た
い
か
も
し
れ
な
い
。

旧
醒
井
郵
便
局
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
男
性
か
ら

は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
た
。
こ
の
地
域
の
水

の
水
温
は
年
間
を
通
し
て
一
四
℃
程
度
で
あ
り
、
こ
の
水
温
は
フ
ナ
や
コ
イ
に
は
冷
た
す
ぎ
る
た
め
適
さ
な
い
。
一
方
で
、
水
温
が
低

く
て
き
れ
い
な
の
で
マ
ス
が
育
つ
。
個
人
で
マ
ス
を
飼
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
醒
井
の
人
々
の
、
水
と
の
関
わ
り
や
、
水
や
地
域
に
対
す
る
思
い
を
、
直
接
う
か
が
っ
た
り
、
自
分
の
目
で

確
認
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
湧
水
に
関
し
て
、「
醒
井
七
湧
水
」
と
い
う
代
表
的
な
場
所
を
巡
り
感
じ
た
こ
と
は
、
特
別
な
水 写真 22　養鱒場

写真 21　養鱒場
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滋賀県米原市醒井の湧水と暮らし

と
し
て
の
保
護
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
の
生
活
の
中
で
営
ま
れ
た
生
活
の
中
の
一
部
と
い
う
一
体
感
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
宿
場
町
と

い
う
地
域
性
と
独
自
の
名
産
と
と
も
に
、
観
光
分
野
へ
の
地
域
資
源
の
活
用
に
取
り
組
ま
れ
、
宿
場
町
ら
し
い
「
人
が
集
う
場
所
」
と

な
っ
て
い
る
。
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
幅
広
い
世
代
が
参
加
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
る
雰
囲
気
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
聞
き
取
り
に
未
熟
な
点
が
多
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。
醒
井
の
み
な
さ
ん
が
温
か
く
親
切
に
接
し
て
下

さ
っ
た
こ
と
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
。
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献
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（
付
記
）

写
真
は
す
べ
て
筆
者
の
撮
影
で
あ
る
。

書
評
と
紹
介


